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男女共同参画の視点に立った地域づくり及び防災の推進 

 

【現状と課題】 

社会経済情勢の変化に伴い、人々にとって家庭とともに最も身近な暮らしの現場である地域社

会において、住民連帯感や地域社会への帰属意識の希薄化、少子高齢化・人口減少・過疎化の進

行などにより状況も複雑化し、活動が困難となるなどの課題を抱えています。 

そうした多様化・複雑化する地域課題を解決し、自治会等地域コミュニティ＊の活動を活力ある

持続可能な地域社会の実現につなげるためには、性別に関わらず誰もが地域活動や地域づくりに

参画することが必要です。 

2021（令和３）年度に実施した市民意識調査によると、地域社会における男女の地位の平等感

について「不平等な点がある」と回答した人の割合が 53.2％と約半数の方が不平等と感じてい

る結果となっています。また、女性が社会活動や地域活動に参画していく上で必要なこととして、

一番多い回答は「男女が共に参画し、協力し合える活動内容にする」であり、約半数がそう答えて

いる状況です。 

このようなことから、地域における男女共同参画意識や地域コミュニティ意識の醸成を図ると

ともに、地域課題の解決に向けた活動を行う人材や団体の育成・支援を行い、男女共同参画の視

点に立った地域づくり活動を推進する必要があります。 

また、東日本大震災等の検証により災害発生という非常事態における緊急時には、平時の固定

的性別役割分担意識が強化され、男性中心で物事が決められ、性別で異なるニーズが把握され

ず、被災者を更に困難な状況に追い込んでしまうことなどの問題に明らかになってきています。そ

のため、男性中心の防災分野へ女性の参画を拡大するとともに、男女共同参画の視点を取り入れ

た防災体制を確立するよう取り組む必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*地域コミュニティ 

  住民の身近な生活圏。都道府県や市町村といった行政区分とは異なる概念。住民の活動を主たる対象とし、活

動に応じて町内会、自治会、校区等様々な範囲が想定される。（国の第４次男女共同参画基本計画） 

 

重点課題７ 
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◆社会活動・地域活動への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和３（2021）年度霧島市男女共同参画に関する市民意識調査 

 

◆女性が社会活動・地域活動に参画していく上で必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和３（2021）年度霧島市男女共同参画に関する市民意識調査 
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施策の方向（１）地域社会における男女共同参画の推進 

地域で男女共同参画を推進する人材の育成や男女共同参画の視点を取り入れた地域づくりに

関する学習機会の提供を通じ、女性や若年層をはじめとした多様な人材の参画を促進します。 

 

具体的施策 

 

① 地域コミュニティ活動における固定的性別役割分担意識の解消 

地域コミュニティにおいて、性別による固定的な役割分担意識の解消するための意識啓発を推

進し、自治会等の役員への女性の登用を促進します。 

No 主な取組 所管課 備考 

1７０ 男女共同参画に関する地区別セミナー等の開催 市民課 再掲 

 

② 地域コミュニティ活動に関わるきっかけづくり 

市民一人ひとりが地域の課題解決に積極的に取り組む契機となるよう情報提供等の支援を行

います。 

No 主な取組 所管課 備考 

1７１ ボランティア活動の推進 社会教育課  

 

③ 地域コミュニティ活動への参加促進のための活動支援 

地域の住民が連携して自らの地域の課題を解決できるよう男女共同参画の視点を活かした様々

な支援を行います。 

No 主な取組 所管課 備考 

17２ 自治会への加入促進 市民活動推進課  

17３ 地域まちづくり支援事業の実施 市民活動推進課  

17４ 地区活性化支援事業の実施 市民活動推進課  

17５ 市民活動支援事業の実施 市民活動推進課  
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施策の方向（２）男女共同参画の視点に立った防災体制づくり及び環境問題の取組の推進 

災害発生という非常事態における緊急対応には、日常における性別による固定的な役割分担

意識が顕在化しがちです。その背景には、平時における防災の検討や避難所運営など災害の現

場における意思決定に女性が参画していないことが挙げられます。 

このような問題を解決し、地域における生活者の多様な視点を反映した地域の防災力の向上

を図るため、防災に関する政策・方針決定過程における女性の参画を拡大し、男女共同参画の視

点を取り入れた防災体制を確立する取組を推進します。 

また、気候変動問題等の環境問題への対応についても、方針決定過程への女性の参画を拡大

するなど、男女共同参画の視点に立った取組を行う必要があります。 

 

具体的施策 

 

① 防災分野における女性の参画拡大 

  防災分野における女性の参画を拡大します。 

No 主な取組 所管課 備考 

17６ 防災会議への女性の参画の拡大 安心安全課  

17７ 消防吏員の女性受験者拡大に向けた取組 消防局  

17８ 女性消防団員の確保に向けた取組 消防局  

 

② 男女共同参画の視点に立った防災及び災害対応 

個人の多様性に配慮するため、男女共同参画の視点に立った防災及び災害対策を推進します。

また、防災出前講座など高等教育機関で実施してもらえるか検討します。 

No 主な取組 所管課 備考 

17９ 防災に関する知識の普及及び自主防災訓練への支援 安心安全課  

1８０ 避難所等への市女性職員の配置 安心安全課  

1８１ 男女共同参画の視点に立った避難所運営の研修 市民課  

 

③ 環境政策・方針決定過程への女性の参画拡大 

持続可能な社会の実現に向けて、気候変動問題等の環境問題への対応において、政策・方針決

定過程への女性の参画拡大を図るとともに、具体的な取組に男女共同参画の視点が反映される

ように取り組むことが重要です。 

なお、新たな取組であることから、国や県の施策を注視しながら、主な取組を決定することとし

ます。 
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